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霊仙山の福寿草■春先、霊仙山に福寿草が咲き誇ります。
登山愛好者の方々が、この福寿草を見にバスでやってこ
られることもありますsキンポウゲ科フクジュソウ属の
多年草であるこの花は、そのめでたい名前からもわかる
ように、長寿や幸福を祝福して名づけられたそうです。

（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）（写真提供：山本孟増さん）
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依存財源
47.4%

自主財
源
52
.6

%

町税
15億9,883万円（47.3％）

分担金および負担金
5,783万8千円（1.7％） 
使用料および手数料
2,566万6千円（0.7％） 

財産収入　255万3千円（0.1％） 
寄付金　536万6千円（0.2％） 
繰入金　139万円（0.0％） 

繰越金
3,000万円（0.9％） 

諸収入5,594万9千円（1.7％） 

町債
2億3,200万円 
（6.9％） 

県支出金
1億8,436万3千円 
（5.5％） 

国庫支出金　8,374万5千円（2.5％） 

地方交付税 
8億5,000万円 
（25.1％） 

交通安全対策特別交付金 
150万円（0.0％） 

地方特例交付金 
1,900万円（0.6％） 

県税交付金 
1億1,780万円（3.5％） 

地方譲与税1億1,200万円（3.3％） 

議会費　6,691万円（2.0％） 

総務費
4億4,006万8千円（13.0％） 

民生費
8億142万4千円（23.7％） 

衛生費
3億2,646万1千円（9.7％） 

農林水産業費
1億3,367万円（4.0％） 

商工費
2,752万円（0.8％） 

土木費
3億7,518万6千円（11.1％） 

消防費
1億2,085万7千円（3.6％） 

教育費
5億2,515万4千円（15.5％） 

公債費
5億5,868万5千円（16.5％） 

予備費等　206万5千円（0.1％） 

歳出 歳入 
33億7，800万円 33億7，800万円 

諸収入5,594万9千円（1.7％） 

県支出金
1億8,436万3千円 
（5.5％） 

県税交付金 
1億1,780万円（3.5％） 

3 広報 たが 5月号

予算

2広報 たが 5月号

平成18年度予算は、一般会計
では33億7,800万円で、前年
度比4億2,050万円、11.1％の
減、特別会計予算では21億6,5
14万8千円で、前年度比2億9,
392万4千円、12.0％の減、ま
た企業会計予算では15億7,71
7万6千円で、前年度比345万6
千円、0.2％の増となり、総額
では71億2,032万4千円で、前
年度比7億1,096万8千円、9.
1％減の規模となりました。

予算

平 成 1 8 年 度
平成18年度 多賀町主要施策の概要（単位：万円）
〝うるおい〟の多賀づくり
自然環境の保全と活用
合併処理浄化槽設置事業 515

ゴミ減量化・再資源化事業 700

ゴミ処理費 13,654
し尿処理業務支援事業 1,430
森林税事業 1,371

町民参加の推進
自治振興事業 1,070
ふるさとまつり委託事業 200

同和対策事業 417

男女共同参画推進事業 28

分館活動活性化事業 166

個性輝くまちづくり活動支援事業 300

安全で安心なまちづくり活動事業 100

行財政改革の推進
「ISO9001」認証支援事業 124

文字情報システム整備事業 600

インターネット技能講習会推進事業 90

例規システムCD化事業 300

戸籍住民台帳ネットワークシステム事業 468

人事管理システム導入事業 390

広報発行事業 769

行政ネットワークシステム事業 165

電子計算システム事業 2,197
〝やさしさ〟の多賀づくり
生活基盤の充実
町道改良・舗装事業 9,990
道路維持補修事業 1,394
除雪対策事業 778

県施工道路改良・舗装事業 1,500
集落内排水路整備事業 600

急傾斜地崩壊対策事業 300

芹谷ダム対策事業 2,230
常備消防事業 8,296
防犯灯設置事業 241

コミュニティバス運行対策事業 3,096
木造住宅耐震・バリアフリー改修事業 345

公共施設耐震診断事業 1,365
地域防災計画・国民保護計画策定事業 600

地域ぐるみ福祉の推進
老人福祉事業 4,070
障害福祉事業 1,299
地域教育力・体験活動推進事業 85

障害者自立支援事業 9,654
育児支援助成事業 206

子育て支援対策事業 1,843
保健事業 2,860

スポーツと個性の生涯学習の推進
小学校児童通学バス運行事業 1,172
中学校生徒通学費補助事業 640

青少年育成推進事業 684

子どもを育む地域教育協議会活動推進事業 173

生涯学習推進事業 159

文化財調査事業 144

水谷地区生活文化史調査事業 574

社会体育推進事業 1,156
町民グランド照明灯改修事業 1,500
〝にぎわい〟の多賀づくり
地域産業の活性化
米政策費 49

環境こだわり農産物栽培奨励事業 40

特産物生産奨励補助事業 62

獣害防止対策事業 1,118
県営ため池整備事業 400

中山間地域等直接支払推進対策事業 87

林道整備・造林事業 628

森林整備地域活動支援事業 1,240
間伐実施事業 178

小口簡易資金事業 276

松くい虫防除事業 77

地域経済活性化対策住宅リフォーム促進事業 100

観光ネットワークの構築
犬上三町広域観光事業 10

観光推進事業 605

多賀音頭総踊り事業 20

総　　　額 71億2,032万4千円
一般会計 33億7,800万円0円

特別会計 21億6,514万8千円

企業会計 15億7,717万6千円

企業会計：15億7,717万6千円
会 計 名 平成18年度予算額（千円） 比較増減額

水 道 事 業 366,139 △29.3

下 水 道 事 業 678,697 △4.5

農業集落排水事業 532,340 54.1

合　　　　　　計 1,577,176 0.2

特別会計：21億6,514万8千円
会　　　　　　計　　　　　　名 平成18年度予算額（千円） 比較増減額
国　民　健　康　保　険　事　業 652,282 4.7
老 人 保 健 事 業 927,381 △6.7
介 護 保 険 事 業 570,450 △3.9
多 賀 町 育 英 事 業 3,152 △0.3
びわ湖東部中核工業団地公共緑地維持管理事業 3,000 0.0
住　宅　団　地　造　成　事　業 7,871 △96.7
多　賀　財　産　区　管　理　会 197 △2.5
大　滝　財　産　区　管　理　会 815 △9.2

合　　　　　　　　　計 2,165,148 △12.0
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望
に
応
え
る
た
め
、「
事
業
の
整
理
合

理
化
」「
事
務
手
続
の
見
直
し
」「
文
書

管
理
の
推
進
」「
委
託
料
の
見
直
し
」

「
補
助
金
の
見
直
し
」「
使
用
料
・
手
数

料
の
見
直
し
」
を
図
り
ま
す
。

2．

財
政
構
造
の
体
質
強
化

本
町
財
政
も
、
近
年
の
経
済
情
勢
を

反
映
し
町
税
収
入
が
低
迷
す
る
と
と
も

に
、
人
件
費
、
公
債
費
、
社
会
保
障
費

等
の
義
務
的
経
費
が
増
大
す
る
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今

後
、
多
様
な
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

活
力
あ
ふ
れ
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
町

民
生
活
の
実
現
を
め
ざ
し
、
各
種
の
新

た
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に

は
、
財
政
面
で
の
対
応
力
の
回
復
を
図

る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
歳
入
の
確

保
・
歳
出
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

3．

組
織
・
機
構
の
簡
素
合
理
化

時
代
の
変
化
や
本
町
の
実
施
計
画
に

も
と
づ
く
、
町
づ
く
り
に
対
応
し
た
簡
素

で
効
率
的
な
組
織
・
機
構
を
編
成
す
る
た

め
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
静
態
的
・

硬
直
的
な
組
織
・
機
構
の
見
直
し
、
新

し
い
行
政
需
要
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

組
織
編
成
を
実
現
す
べ
く
、
効
率
的
な

組
織
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

4．

給
与
・
定
員
管
理
の
適
正
化

国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
等
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
新
た
な
行
政
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
個
々
の
も

つ
資
質
の
適
性
を
見
極
め
た
中
で
、
適

材
適
所
の
合
理
的
な
職
員
配
置
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
定
数
の
抑

制
を
図
り
、
行
政
コ
ス
ト
を
削
減
し
、

限
ら
れ
た
財
源
を
可
能
な
限
り
町
民
サ

ー
ビ
ス
の
分
野
に
配
分
す
る
た
め
、
定

員
適
正
化
計
画
の
策
定
・
人
事
管
理
等

を
行
い
ま
す
。

5．

効
率
的
な
行
政
運
営
の
た
め
の
職

員
の
能
力
開
発
等
の
推
進

効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
に
は
、

行
政
施
策
の
執
行
過
程
に
お
い
て
一
層

の
工
夫
と
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る

人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
職
員
の

資
質
向
上
を
図
り
、
事
務
の
効
率
化
、

的
確
な
事
務
の
執
行
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
寄
与
し
、
円
滑
な
行
政
運
営

を
め
ざ
す
た
め
、
各
分
野
に
お
け
る
専

門
研
修
お
よ
び
人
事
交
流
を
積
極
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
検
討
を

行
い
ま
す
。

6．

行
政
の
情
報
化
の
推
進

高
度
化
・
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
き
め
細
や
か
な
施
策
の
展

開
を
図
る
た
め
に
は
、
行
政
情
報
の
全

庁
的
な
共
有
化
、
相
互
活
用
や
行
政
に

対
す
る
町
民
要
望
の
適
時
・
的
確
な
把

握
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
総
合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め

ざ
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
と

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
を
図

り
ま
す
。

7．

窓
口
業
務
等
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

町
民
に
身
近
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
は
、
町
民
の
町
政
へ
の
信
頼
を
得
る

大
き
な
要
素
で
あ
る
の
で
、
全
庁
内
に

お
け
る
連
携
体
制
を
つ
ね
に
見
直
し
、

効
率
的
な
運
用
に
よ
り
住
民
へ
の
応
対

に
配
慮
し
、
申
請
手
続
き
等
の
正
確
か

つ
迅
速
な
取
扱
い
の
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
研
修
等
を
通
じ
て
接
遇
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

8．

公
平
・
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の

向
上

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
開
か

れ
た
町
政
運
営
を
求
め
、
公
平
・
公
正

性
、透
明
性
を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
、

行
政
手
続
制
度
の
適
正
な
運
用
を
さ
ら

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
情
報
を

積
極
的
に
提
供
し
、
町
民
と
行
政
の
対

話
を
図
り
な
が
ら
住
民
参
加
の
行
政
に

努
め
ま
す
。

9．

公
共
施
設
の
管
理
運
営

公
共
施
設
は
、
町
民
が
身
近
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
場
所
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
利
便
性
を

特
に
配
慮
し
、
町
民
の
要
望
を
十
分
取

り
入
れ
な
が
ら
、
財
政
の
効
率
的
運
用

に
努
め
る
た
め
、
施
設
の
有
効
活
用
・

施
設
の
合
理
化
を
図
り
ま
す
。

１０．

地
方
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化

（１）
上
水
道
事
業

今
日
の
水
道
事
業
体
と
し
て
の
役
割

は
、
た
ん
に
飲
料
水
の
供
給
だ
け
で
な

く
、
よ
り
安
全
で
お
い
し
い
水
の
供
給

を
求
め
ら
れ
て
い
る
上
、
災
害
時
な
ど

の
緊
急
事
態
に
備
え
、
施
設
の
耐
震
化

や
緊
急
給
水
基
地
の
整
備
、
飲
料
水
の

確
保
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
施
設
整
備
と
と
も
に

水
道
事
業
体
と
し
て
の
経
営
安
定
を
一

層
図
る
た
め
、
民
間
的
な
経
営
手
法
や

優
良
事
業
体
を
参
考
に
検
討
し
、
一
層

の
経
営
基
盤
の
強
化
と
自
立
性
の
強
化

を
推
進
し
ま
す
。

（２）
下
水
道
事
業

本
町
の
下
水
道
事
業
は
、
現
在
16
集

落
2
9
6
・
1
ha
の
供
用
開
始
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
に
は
下
水
道

整
備
困
難
地
を
除
く
計
画
区
域
内
の
整

備
が
完
了
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
整

備
か
ら
維
持
管
理
の
時
代
へ
と
突
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

施
設
整
備
に
よ
り
多
額
の
負
債
を
抱

え
、
さ
ら
に
は
琵
琶
湖
東
北
部
処
理
場

の
建
設
負
担
金
の
増
大
と
負
債
に
拍
車

を
か
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
町
の
厳

し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
の
運
営
に

は
、
一
層
の
経
費
節
減
等
の
施
策
を
確

実
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、
資
本
平
準

化
債
の
有
効
活
用
や
使
用
料
の
増
収
の

た
め
に
下
水
道
の
普
及
促
進
お
よ
び
水

洗
化
の
向
上
を
行
う
な
ど
、
下
水
道
事

業
の
合
理
的
な
経
営
を
図
り
ま
す
。

多賀町集中改革プラン
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こ
れ
ま
で
本
町
で
は
、
行
政
改
革
大
綱
に
も
と
づ
く
各
種
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
行
政
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
上
で
は
、
少
子
高
齢
化
時
代
の
到
来

に
伴
う
人
口
構
造
の
変
化
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
複
雑
多
様
化
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
、
地
方
分
権
社
会
へ
の
転
換

に
対
し
、
各
地
方
公
共
団
体
の
創
意
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
層
適
切
な
対
応
と
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
改
革
の
も
と
に
、
そ
の
体
制
を
刷
新
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
に
お
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
が
一
層
積
極
的
な
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
17
年
3
月
に

「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
新
た
な
指
針
」
を
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
指
針
に
も
と
づ
き
「
多
賀
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
行
政
改
革
大
綱
に
も
と
づ
く
取
り
組
み
を
集
中

的
に
実
施
し
、
住
民
満
足
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
成
果
志
向
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

位
置
付
け

本
町
で
は
、
多
賀
町
行
政
改
革
大
綱

に
も
と
づ
く
、
行
政
改
革
実
施
計
画
を

毎
年
策
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
多

賀
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
集
中
的
に
実
施
す
る
た

め
、
目
標
設
定
を
行
い
、
ま
た
必
要
に

応
じ
目
標
見
直
し
を
図
り
、
よ
り
効
果

的
・
効
率
的
な
改
善
・
改
革
の
実
施
と

無
駄
の
な
い
行
財
政
運
営
の
実
現
に
努

め
て
い
く
も
の
で
す
。

計
画
期
間

平
成
17
年
度
〜
平
成
21
年
度

多
賀
町
の
財
政
状
況

1．

財
政
の
現
状

財
政
は
、
景
気
が
回
復
傾
向
に
あ
る

と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
税
収
入
の
不
安

定
化
や
地
方
交
付
税
改
革
な
ど
に
よ

り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

町
税
は
、
平
成
10
年
度
の
税
収
を
ピ

ー
ク
に
、
個
人
所
得
の
減
少
、
恒
久
減

税
の
実
施
、
固
定
資
産
で
は
地
価
の
下

落
な
ど
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
年
々
減

少
し
、
地
方
交
付
税
、
譲
与
税
な
ど
を

含
め
た
一
般
財
源
総
額
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

2．

財
政
の
推
移

歳
入
で
は
、
町
税
は
景
気
対
策
と
し

て
の
減
税
の
実
施
、
ま
た
企
業
が
投
資

を
ひ
か
え
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
減
少

傾
向
を
た
ど
っ
て
お
り
、
ま
た
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
も
平
成
12
年
度
に
は
12

億
7
9
1
3
万
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
16
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
3
億
6

7
7
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
町

税
と
地
方
交
付
税
が
一
般
財
源
の
相
当

額
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ

う
に
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
政
の

弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
経

済
対
策
に
よ
る
公
共
事
業
や
減
税
の
実

施
に
よ
る
町
債
の
発
行
に
よ
り
地
方
債

残
高
は
増
加
し
、
そ
の
償
還
が
今
日
ま

た
将
来
に
お
い
て
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
、
い
ち
じ
る
し

く
増
加
傾
向
に
あ
る
の
が
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
で
す
。
今
後
も
さ
ら
に
増
加

す
る
も
の
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
ま
た

図
書
館
、
博
物
館
、
総
合
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
保
育
園
な
ど
の
大
規
模

な
施
設
整
備
を
進
め
て
き
た
こ
と
か

ら
、
維
持
管
理
経
費
な
ど
の
経
常
的
な

支
出
も
増
加
し
、
き
わ
め
て
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
件
費
は
、
退
職
者
に
対
す
る
採
用

を
控
え
て
き
た
こ
と
か
ら
平
成
14
年
度

以
降
は
減
少
に
転
じ
、投
資
的
経
費
は
、

近
年
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

3．

今
後
の
財
政
見
通
し

今
後
の
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

景
気
低
迷
の
経
済
背
景
や
国
・
地
方
の

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
の
大
幅

な
減
少
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
歳
入
額
の
減
少
を
補
っ
て
い

た
基
金
に
つ
い
て
も
減
少
の
一
途
を
た
ど

り
残
高
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

取
り
組
み

1．

事
務
事
業
の
見
直
し

多
種
多
様
化
、
複
雑
化
、
増
加
す
る

事
務
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
経
常

経
費
の
節
減
合
理
化
を
考
慮
し
、
事
務

事
業
の
簡
素
合
理
化
を
図
り
、
効
率
的

な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
よ
り
新
し
い
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、「
ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
」
を
原

則
と
し
て
、
時
代
変
化
に
よ
り
薄
ら
い

だ
事
務
事
業
を
断
ち
切
り
、
町
民
の
要

多賀町集中改革プラン

多
賀
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
い
た
し
ま
し
た各取り組み詳細についてはホームページに掲載しています。

http://www.tagatown.jp/kikaku/
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いろんなことに挑戦しよう！
教室を通して
友達の輪も広がるよ！
－今年も子ども講座が始まります－

地域子ども教室
（多賀小学校・大滝小学校1・2年生）
場所■両小学校
日時■週1回　放課後1時間程度
内容■放課後、地域のボランティアさんたちが、昔の

遊びや簡単な工作等を教えてくださいます。お
家の方々の参加も大歓迎です！

地域子ども教室ミニバスケットボール教室
（多賀小学校3年～6年女子）
場所■多賀小学校体育館
日時■毎週火曜日午後4時～6時
内容■ミニバスケットボールをしたいと思っている女

の子集まれ！放課後学校の体育館をお借りして
教室を開きます。（午後6時までなので、保護者
のお迎えが必要です。）

多賀の自然と文化の館地域子ども教室
場所■博物館（内容によっては移動）
日時■5月～（月1回程度）
内容■週末に自然観察会やさまざまな生き物とふれあ

えるイベントを企画しています。自然に興味の
ある子集まれ！（毎回参加者を募集しますので、
博物館のページを要チェック！）

発明クラブ
対象■小学校3年生～中学校3年生
場所■中央公民館
日時■毎月2回程度
内容■おもしろ科学実験や身の回りの物を使っておも

ちゃや役に立つ物をつくってみましょう。

アストロクラブ
対象■小学校1年生～中学校3年生
場所■ダイニックアストロパーク天究館
日時■5月～（月1回程度）
内容■天体に興味のある皆さん、天究館にある滋賀県

最大の望遠鏡で星空を眺めてみませんか？

子ども陶芸教室
対象■小学校3年生～中学校3年生
場所■中央公民館工作室
日時■毎月1～2回程度
内容■ねんどでいろんな物をつくってみませんか？世界

に一つしかない作品づくりに挑戦しましょう。

公民館
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春
の
教
室
ご
案
内

【
多
賀
町
B
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
】

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
教
室

日
時
■
5
月
13
日
（土）

毎
週
土
曜
日
計
10
回

対
象
■
小
学
１
年
生
〜
6
年
生
　
３０
人

参
加
料
■
2，

0
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
5
月
7
日
（日）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

日
時
■
5
月
21
日
（日）

対
象
■
町
内
全
域

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
（
昼
の
部
）

☆
託
児
を
行
い
ま
す
。

日
時
■
6
月
8
日
（木）

毎
週
木
曜
日
　
計
10
回

対
象
■
一
般
男
女
30
人

参
加
料
■
3，

0
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
6
月
１
日
（木）

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
（
夜
の
部
）

日
時
■
6
月
7
日
（水）

毎
週
水
曜
日
　
計
10
回

対
象
■
一
般
男
女
　
３０
人

参
加
料
■
4，

0
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
5
月
３１
日
（水）

ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

日
時
■
6
月
28
日
（水）
、
7
月
5
日
（水）
、

7
日
（金）
、
12
日
（水）

19
日
（水）

計

5
回

対
象
■
8
ヶ
月
〜
2
歳
児
と
親

参
加
料
■
１，

5
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
6
月
21
日
（水）

腰
痛
・
肩
こ
り
予
防
教
室
（
プ
ー
ル
）

☆
託
児
を
行
い
ま
す

日
時
■
6
月
20
日
（火）

毎
週
火
曜
日
　
計
10
回

対
象
■
一
般
男
女
　
３０
人

参
加
料
■
3，

0
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
6
月
13
日
（火）

海
洋
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

日
時
■
5
月
27
日
（土）
、
28
日
（日）

1
泊
2
日

対
象
■
一
般
男
女

参
加
料
■
無
料

場
所
■
琵
琶
湖
あ
や
め
浜
周
辺

【
犬
上
郡
体
育
協
会
】

ソ
フ
ボ
ー
ル
県
体
予
選
大
会

日
時
■
6
月
4
日
（日）

参
加
■
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝

の
チ
ー
ム
（
町
民
に
限
る
）

場
所
■
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
体
予
選
大
会

日
時
■
5
月
28
日
（日）

参
加
■
町
内
住
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

場
所
■
甲
良
中
学
校
体
育
館

軟
式
野
球
県
体
予
選
大
会

日
時
■
6
月
4
日
（日）

参
加
■
多
賀
町
選
抜
チ
ー
ム

場
所
■
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
県
体
予
選
大
会

日
時
■
6
月
4
日
（日）

対
象
■
一
般
男
女

場
所
■
豊
郷
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

県
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

8
月
に
開
催
さ
れ
る
県
民
体
育
開
会

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
大
会

に
参
加
し
て
み
よ
う
と
い
う
方
は
海
洋

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
】

交
流
会

日
時
■
6
月
17
日
（土）

対
象
■
町
内
小
学
生

町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
清
掃

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
）

日
時
■
5
月
20
日
（土）

参
加
■
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

指
導
者
・
保
護
者

【
や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ
】

キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
教
室

日
時
■
5
月
27
日
（土）

毎
月
土
曜
日
　
2
回

対
象
■
年
中
組
〜
小
学
2
年
生

参
加
料
■
3，

0
0
0
円

親
子
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室

日
時
■
5
月
27
日
（土）

毎
月
土
曜
日
　
2
回

対
象
■
1
歳
〜
年
少
組

参
加
料
■
3，

5
0
0
円

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

日
時
■
6
月
3
日
（土）

毎
月
第
3
を
除
く
土
曜
日

計
20
回

対
象
■
小
学
3
年
生
〜
6
年
生

参
加
料
■
4，

5
0
0
円

健
康
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

日
時
■
6
月
3
日
（土）

毎
週
土
曜
日
　
計
10
回

対
象
■
一
般
男
女

参
加
料
■
3，

0
0
0
円

各
教
室
、
大
会
に
関
し
て
の
詳
細
お
よ

び
申
し
込
み
書
は
、
各
家
庭
・
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育
園
に
配
布
し
ま
す
。
ご
質
問

等
に
関
し
て
は
多
賀
町
B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

㈲
2-

1
6
2
5

（電）
4
8-

1
6
2
5

メ
ー
ル
　b

g
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

スポーツ

※各講座とも後日詳しいご案内・募集ちらしを配布します。（日程等変更のある場合もあります。）

お問い合わせ
教育委員会社会教育課
㈲3-3962 （電）48-1800 メール　s-ed@tagatown.jp
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
ち
ら
は
環
境
生
活
課
環
境
衛
生
係
で
す
。

突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
環
境
に
つ
い
て
関
心
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？

今
日
、
地
球
の
温
暖
化
や
水
環
境
の
悪
化
、
廃
棄
物
問
題
な
ど
地
球
規
模
で
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
次
世
代
や
地
球
規
模
の
視
点
で
環
境
を
と

ら
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
誰
も
が
環
境
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
自
発
的
に

環
境
改
善
に
取
り
組
み
、
す
ば
ら
し
い
地
球
環
境
を
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
ん
な
思
い
を
少
し
で
も
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
の
情
報
ボ
ッ
ク
ス
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
定
期
的
に
環
境
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
環
境
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
地
球
温
暖
化
」
（１）

「
地
球
温
暖
化
」っ
て
何
？

地
球
は
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
温
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
温
め
ら
れ
た
地

面
か
ら
出
る
熱
の
一
部
は
宇
宙
に
放
出
さ

れ
ま
す
が
、
残
り
の
熱
は
大
気
中
の
二
酸

化
炭
素
等
の
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
に
よ
り

再
び
地
表
に
戻
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
地
球
の
平
均
気
温

は
15
℃
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が

高
く
な
る
と
、
地
表
に
戻
さ
れ
る
熱
の

量
が
多
く
な
り
、
地
球
の
温
度
を
上
昇

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
熱
が

こ
も
っ
て
地
球
が
暑
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
地
球
温
暖

化
と
い
い
ま
す
。

ど
う
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
が

増
え
た
の
？

私
た
ち
は
毎
日
、
電
気
や
ガ
ス
、
ガ

ソ
リ
ン
、
灯
油
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用

す
る
と
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
が
発
生
し
ま
す
。

機
械
に
よ
る
大
量
生
産
が
始
ま
っ
て

か
ら
は
人
間
が
石
油
や
石
炭
を
た
く
さ

ん
使
う
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
の
2
5
0

年
間
で
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
が
30
％
以

上
も
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

温
暖
化
が
進
む
と

ど
う
な
る
の
？

温
暖
化
が
進
む
と
、
今
後
1
0
0
年

間
で
平
均
気
温
が
1
・
4
〜
5
・
8
℃

上
昇
し
、
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
が
起
こ
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

次
号
へ
つ
づ
く
！

お
問
い
合
わ
せ

環
境
生
活
課

㈲
2-

2
0
3
1

（電）
4
8-

8
1
1
4

メ
ー
ル
　ka

n
kyo

@
ta
g
a
to
w
n
.jp

ちょっと考えてみませんか？ 環境について
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毎
月
の
保
険
料
納
付
は
口
座
振
替
の

早
割
制
度
が
お
得
で
す
！

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振

替
の
早
割
制
度
に
さ
れ
る
と
、
毎
月
1

3，

8
6
0
円
の
保
険
料
が
1
3，

8

1
0
円
と
な
り
、月
々
50
円
お
得
で
す
。

（
左
記
参
照
）

初
回
に
原
則
2
カ
月
分
（
割
引
の
な

い
前
月
分
と
割
引
の
あ
る
当
月
分
）
が

振
替
に
な
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
口
座
振
替
を
希
望

さ
れ
る
金
融
機
関
等
の
窓
口
、
ま
た
は

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年
金

業
務
課
ま
で
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
半
額
免
除
の
承

認
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
は
ご
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

現
在
、
口
座
振
替
の
毎
月
納
付
（
翌

月
末
振
替
）
を
利
用
さ
れ
て
る
方
が
、

こ
の
制
度
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
振

替
方
法
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
は
お
す
み
で
す
か
？

特
別
障
害
給
付
金
制
度
！

国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お
い

て
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金

が
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
に
特
別
障
害

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
さ
れ
た
月

の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
該

当
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
役
場
環
境
生

活
課
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。（
5
月
に
請
求
さ
れ
た
場
合
、
6

月
分
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。）

支
給
額
は
、
平
成
18
年
4
月
か
ら
1

級
で
月
額
4
9，

8
5
0
円
、
2
級
で

月
額
3
9，

8
8
0
円
と
な
り
ま
す
。

対
象
者
は
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
中
に
生
じ
た
傷

病
に
よ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の

1
級
ま
た
は
2
級
に
相
当
す
る
障
害
の

状
態
に
あ
る
次
の
方
で
す
。

①
昭
和
61
年
3
月
31
日
以
前
に
厚
生
年

金
保
険
ま
た
は
各
共
済
組
合
に
加
入

さ
れ
て
い
た
方
の
配
偶
者
で
あ
っ

て
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
方
。

②
平
成
3
年
3
月
31
日
以
前
に
学
生
で

あ
っ
た
方
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
方
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
年
金
給
付
課
ま
で
。

年
金
加
入
記
録
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
認
で
き
ま
す
！

社
会
保
険
庁
で
は
、
今
ま
で
社
会
保

険
事
務
所
等
の
窓
口
で
な
け
れ
ば
確
認

で
き
な
か
っ
た
「
年
金
加
入
記
録
」
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
認

証
方
式
に
よ
り
本
人
確
認
を
厳
格
に
行

年
金
相
談
の
時
間
延
長
や

第
2
土
曜
日
の
開
庁
を

実
施
し
て
い
ま
す
！

現
在
、
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
、
各
社
会
保
険
事
務
所

に
お
い
て
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、毎
週
月
曜
日
の
時
間
延
長
の
ほ
か
、

第
2
土
曜
日
に
つ
い
て
も
年
金
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

5
月
の
実
施
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
受
領
お
よ
び

保
険
料
免
除
の
相
談
・
受
付
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
実
施
日
】

5
月
1
日
（月）
、
8
日
（月）
、
15
日
（月）
、

22
（月）
、
29
日
（月）

※
受
付
時
間
は
、
19
時
ま
で
で
す
。

5
月
13
日
（土）

※
受
付
時
間
は
、
8
時
30
分
か
ら
16

時
ま
で
で
す
。

【
実
施
場
所
】

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所

（
彦
根
市
外
町
1
6
9-

6
）

お
問
い
合
わ
せ
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境
生
活
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㈲
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1
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4
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国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
は

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所

国
民
年
金
業
務
課

（電）
2
3-

1
1
1
4

年
金
給
付
、
年
金
相
談
に
関
す
る
こ
と
は

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所

年
金
給
付
課

（電）
2
3-

1
1
1
6

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

年
金
請
求
等
の
電
話
相
談

（電）
0
5
7
0-

0
5-

1
1
6
5

年
金
受
給
者
の
電
話
相
談

（電）
0
5
7
0-

0
7-

1
1
6
5

い
、
年
金
加
入
記
録
を
24
時
間
3
6
5

日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
即
時
に
情
報
提

供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。I

D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
申
請
と
発
行

お
よ
び
年
金
加
入
記
録
の
確
認
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
は
こ
ち
ら

h
ttp

://w
w
w
.s
ia
.g
o
.jp
/

ねんきん

現金納付の場合
口座振替の翌月末振替の場合

（5月分の保険料→6月末振替）

保険料は、月々13,860円

▼

割引はありません！

口座振替の早割制度
（当月末振替）の場合

（5月分の保険料→5月末振替）

保険料は、月々13,810円

月々50円お得！

This is「もったいない Station」
こちら「もったいない Station」です。

異常気象
もともと水の少ない地域では、さらに水不足になるところがあ
ります。また、反対に洪水が起こりやすくなる可能性がありま
す。

降雨不足により
干上がる沼
【アフリカサハラ砂漠の
南側サヘル地域】

海面の上昇
温暖化が進むと海面が2100年には約1m上昇する可能性があると
いわれています。小さな島々は沈んだり、日本でも都市部が水没
する恐れがあるといわれて
います。

南太平洋の島国は、
国土の大部分が沈んでしまう
【太平洋マーシャル諸島】

作物がとれなくなる
農作物が虫に食べられたり、病気に
なったりして収穫が減ります。
【低温や日照不足でイモチ病になったイネ】

熱帯の病気が流行
日本でもマラリアが流行する恐れ
があるといわれています。
【マラリアを媒介するシナハマダラカ】

もっと詳しくお知りになりたい方は、http://www.env.go.jp/earth/ondanka/stop2005/full.pdf にアクセスしてください。

地球温暖化解説図
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住
宅
防
火
お
よ
び
災
害
弱
者
対
策
の
推
進

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る

み
や
不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
守
る
た
め

に
、
日
々
の
住
宅
防
火
へ
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
暮
ら
し
の
中
で
習
慣
づ
け

て
い
き
た
い
防
火
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

リ
ビ
ン
グ

・
灰
皿
に
は
い
つ

も
水
を
入
れ
て

お
く
。

・
ス
ト
ー
ブ
を
カ

ー
テ
ン
や
家
具

に
近
づ
け
な

い
。
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
部
や
周

囲
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。

・
電
気
の
コ
ー
ド
を
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
家

具
な
ど
の
下
敷
き
に
し
な
い
。

キ
ッ
チ
ン

・
コ
ン
ロ
の
周
り
は
い
つ
も
整
理
整
頓

せ
い
と
ん

し
、
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
、
コ
ン
ロ

の
火
は
必
ず
消
す
。

寝
室

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
。

・
就
寝
時
は
必
ず
ス
ト
ー
ブ
を
消
し
、

安
全
確
認
を
す
る
。

階
段
・
廊
下

・
避
難
障
害
に
な
ら
な
い
よ
う
、
い
つ

も
整
理
整
頓
を
す
る
。

子
ど
も
の
防
火
対
策

・
子
ど
も
の
手
の

届
く
と
こ
ろ
に

マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
を
置
か
な

い
。

・
子
ど
も
だ
け
で

花
火
は
さ
せ
な
い
。

・
子
ど
も
た
ち
に
火
の
恐
ろ
し
さ
を
教

え
る
。

・
幼
児
だ
け
を
残
し
て
外
出
は
し
な

い
。

高
齢
者
の
防
火
対
策

・
灰
皿
は
縁
の
広

い
も
の
を
使
用

し
、
常
時
水
を

入
れ
て
お
く
。

・
ス
ト
ー
ブ
に
点

火
し
た
ら
、
炎

の
調
整
・
確
認
を
す
る
。
ま
た
、
燃

え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

使
用
す
る
。

・
家
族
全
員
で
防
火
対
策
の
再
確
認
を

す
る
。

・
火
災
の
と
き
は
避
難
を
最
優
先
す
る

こ
と
。

住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置

近
年
、
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
が
急
増

し
て
お
り
、
特
に
高

齢
者
の
死
者
の
割
合

が
高
い
こ
と
か
ら
、

今
後
の
高
齢
化
の
進

展
を
踏
ま
え
て
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
の
低
減
ま
た

は
抑
制
を
図
る
も
の

で
す
。

そ
こ
で
、
火
災
発
生
を
音
で
知
ら
せ

る
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
、
新
築

住
宅
に
は
平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら
、

既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
は
彦
根
市
火
災

予
防
条
例
で
平
成
23
年
6
月
1
日
か
ら

設
置
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

で
は
、
設
置
場
所
は
？

少
な
く
と
も
寝
室
と
、
2
階
が
寝
室

の
場
合
、
避
難
経
路
で
あ
る
階
段
に
も

取
付
け
が
必
要
で
す
。

で
き
る
だ
け
台
所
等
に
も
、
取
付
け

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
警
報
器
の
種
類
は
？

現
在
、
市
販
さ
れ
て
い
る
火
災
警
報

器
は
、
大
き
く
分
け
る
と
「
煙
」
に
反

応
す
る
タ
イ
プ
と
「
熱
」
に
反
応
す
る

2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
煙
を
感
知
す
る

タ
イ
プ
は
出
火
す
る
前
の
煙
を
感
知
す

る
の
で
、
早
く
火
災
に
気
付
き
ま
す
。

熱
を
感
知
す
る
も
の
は
、
台
所
の
よ
う

に
火
を
使
う
場
所
に
適
し
て
い
ま
す
。

ど
こ
で
買
え
る
？

火
災
警
報
器
は
、
消
火
器
な
ど
と
と

も
に
防
火
設
備
販
売
店
や
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

の
で
、
価
格
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
悪
質
業
者
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
も
考
え
ら
れ
、
特
に
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方
を
狙
っ
た
高
額
な
訪
問

販
売
や
、
電
話
に
よ
る
勧
誘
か
ら
商
品

購
入
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
契
約
を
迫
ら
れ

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
義
務
付
け

は
、
住
宅
で
の
火
災
に
よ
る
被
害
や
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
悲
劇
を
な
く
す
た
め
の

新
し
い
取
り
組
み
で
す
。
今
後
も
防

火
・
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
家
族
皆

で
、
考
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

彦
根
市
消
防
署
　
犬
上
分
署

（電）
3
8-

3
1
3
0

消防
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5
月
は
、

固
定
資
産
税
の
税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
は
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
と
は

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日

（「
賦
課
期
日
」
と
い
い
ま
す
。）
に
土

地
、
家
屋
、
償
却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総

称
し
て「
固
定
資
産
税
」と
い
い
ま
す
。）

を
所
有
し
て
い
る
人
が
そ
の
固
定
資
産

の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
た
税
額
を

そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に

納
め
る
税
金
で
す
。

①
固
定
資
産
税
を
納
め
る
人
（
納
税
義

務
者
）

固
定
資
産
税
を
納
め
る
人
は
、
原
則

と
し
て
固
定
資
産
の
所
有
者
で
す
。

土
地
…
土
地
登
記
簿
ま
た
は
土
地
補
充

課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記

ま
た
は
登
録
さ
れ
て
い
る
人

家
屋
…
建
物
登
記
簿
ま
た
は
家
屋
補
充

課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記

ま
た
は
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

償
却
資
産
…
償
却
資
産
課
税
台
帳
に
所

有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
人

た
だ
し
、
所
有
者
と
し
て
登
記
（
登

録
）
さ
れ
て
い
る
人
が
賦
課
期
日
前
に

死
亡
し
て
い
る
場
合
等
に
は
、
賦
課
期

日
現
在
で
、
そ
の
土
地
、
家
屋
を
現
に

所
有
し
て
い
る
人
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。

②
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
資
産

土
地
・
家
屋
・
お
よ
び
償
却
資
産
が

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
税
額
算
定
の
あ
ら
ま
し

固
定
資
産
税
は
、
次
の
よ
う
な
手
順

で
税
額
が
決
定
さ
れ
、
納
税
者
に
通
知

さ
れ
ま
す
。

イ
　
固
定
資
産
を
評
価
し
、
そ
の
価
格

を
も
と
に
、
課
税
標
準
額
を
算
定

し
ま
す
。

ロ
　
課
税
標
準
額
×
税
率
＝
税
額

【
課
税
標
準
額
】

原
則
と
し
て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
価
格
が
課
税
標
準
額
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
住
宅
用
地
の
よ

う
に
課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
適
用
さ

れ
る
場
合
や
、
土
地
に
つ
い
て
税
負
担

の
調
整
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、

課
税
標
準
額
は
、
価
格
よ
り
も
低
く
算

定
さ
れ
ま
す
。

【
免
税
点
】

市
町
村
の
区
域
内
に
同
一
人
が
所
有

す
る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
そ
れ

ぞ
れ
の
課
税
標
準
額
が
、
次
の
金
額
に

満
た
な
い
場
合
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

土
地
　
30
万
円
家
屋
　
20
万
円

償
却
資
産
1
5
0
万
円

【
税
率
】

固
定
資
産
税
の
税
率
は
、
市
町
村
の

条
例
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
1
0
0
分
の
1
・
4

ハ
　
税
額
等
を
記
載
し
た
納
税
通
知
書

を
納
税
者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
課
税
標
準
額
、
税

率
、
税
額
、
納
期
、
各
納
期
に
お
け
る

納
付
額
、
納
付
の
場
所
等
の
記
載
さ
れ

た
納
税
通
知
書
に
よ
っ
て
市
町
村
か
ら

納
税
者
に
対
し
税
額
が
通
知
さ
れ
、
市

町
村
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
納
期
（
年

4
回
）
に
分
け
て
納
税
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

以
上
の
方
法
よ
り
固
定
資
産
税
が
決

定
さ
れ
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
基
礎
的
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
市
町
村
の
財
政
を

支
え
る
基
幹
税
目
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
と
き

従
来
か
ら
家
屋
台
帳
等
に
登
録
さ
れ

て
い
る
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合

は
、「
取
り
壊
し
届
出
書
」
を
税
務
課

ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。
届
出
が
あ
り
ま

せ
ん
と
、
登
録
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
県
民
税
」
が

平
成
18
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

滋
賀
県
で
は
、
琵
琶
湖
を
囲
む
滋
賀
の
森
林
を
守
り
育

て
、
健
全
な
姿
で
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
環
境
重
視
と
県
民
協
働
に
よ
る
新
た
な
森
林

づ
く
り
に
取
り
組
む
費
用
に
充
て
る
た
め
、「
琵
琶
湖
森
林

づ
く
り
県
民
税
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
の
県
民
税
を
き
っ
か
け
に
県
民
の
皆
さ
ん
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
森
林
の
大
切
さ
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
主
体
的
に
森
林
づ
く
り
に
参
画
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

課
税
方
法

県
民
税
均
等
割
の
現
行
の
税
率
に
上
乗
せ
す
る
方
式
で

す
。個

人：

一
人
年
額
8
0
0
円
（
現
行
の
税
率
は
一
人
年

額
1，

0
0
0
円
）

法
人：

県
民
税
均
等
割
の
現
行
税
率
の
11
％
相
当
額

（
2，

2
0
0
円
〜
8
8，

0
0
0
円
）

お
問
い
合
わ
せ

滋
賀
県
総
務
部
税
政
課

（電）
0
7
7-

5
2
8-

3
2
1
3

5
月
の
町
税

固
定
資
産
税
　
　
　
　
第
1
期

軽
自
動
車
税
　
　
　
　
全
　
　
期

納
　
期
　
限
　
　
　
　
5
月
31
日

お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

㈲
2-

2
0
4
1

（電）
4
8-

8
1
1
3

メ
ー
ル
　ze

i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

税

平成18年度　防火標語

消さないで あなたの心の 注意の火
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3
月
25
日
、
多
賀
大
社
前
駅
前
に
、

新
し
く
観
光
案
内
板
が
完
成
し
ま
し

た
。こ

の
観
光
案
内
板
は
、
滋
賀
県
立
大

学
の
学
生
た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、

学
生
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
製
作
さ
れ

た
も
の
で
す
。

案
内
板
は
、
縦
1
メ
ー
ト
ル
、
横

1
・
2
メ
ー
ト
ル
の
観
光
案
内
マ
ッ
プ

を
、
木
製
の
フ
レ
ー
ム
が
三
重
に
囲
ん

で
い
る
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
で
、
学
生
の

若
い
感
性
が
活
か
さ
れ
た
も
の
と
な
り

4
月
8
日
、
今
年
も
桜
の
開
花
に
あ

わ
せ
て
「
あ
る
い
て
ま
い
ろ
う
　
多
賀

三
社
ま
い
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
小
雨
、
強
風
、
黄
砂
と

い
う
悪
条
件
で
し
た
が
、
参
加
し
た
32

人
の
方
は
全
員
、
完
歩
さ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
前
、
し
っ
か
り
と
準
備
体

操
を
し
た
の
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
一
円
重
紀
さ
ん
を
先
頭
に
多
賀
大

社
前
駅
を
ス
タ
ー
ト
。
飯
盛
木
、
胡
宮

神
社
、
楢
崎
古
墳
公
園
を
経
て
、
昼
食

ま
し
た
。

マ
ッ
プ
を
囲
ん
で
い
る
木
製
フ
レ
ー

ム
は
、
多
賀
町
産
の
杉
の
間
伐
材
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
い
す
の
人
に
も
見
や
す
い

よ
う
に
、
マ
ッ
プ
の
位
置
が
低
め
に
設

定
さ
れ
た
り
、
近
く
に
木
製
ベ
ン
チ
を

設
置
し
た
り
、
案
内
板
の
周
辺
に
花
を

植
え
る
な
ど
、
人
に
や
さ
し
い
案
内
板

と
な
っ
て
い
ま
す
。

場
所
で
あ
る
大
瀧
神
社
に
到
着
し
ま
し

た
。大

瀧
神
社
で
温
か
い
お
茶
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
お
い

し
い
昼
食
を
と
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

梨
の
木
、
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
た
が
を
経

て
、
多
賀
大
社
を
参
っ
て
、
ゴ
ー
ル
で

あ
る
駅
前
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

桜
の
開
花
は
い
ま
ひ
と
つ
で
し
た

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
の
詳

し
い
案
内
を
受
け
、
多
賀
の
魅
力
を
体

感
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

12広報 たが 5月号

3
月
25
日
、
多
賀
町
生
涯
学
習
講
座

「
山
歩
き
の
安
全
講
座
」
の
現
地
研
修

が
賤
ヶ
岳
（
余
呉
町
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
講
座
は
、
安
全
で
楽
し
い
登
山

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
3
回
シ
リ
ー
ズ

で
開
講
さ
れ
、
1
回
目
と
2
回
目
は
机

上
講
習
と
し
て
、
中
央
公
民
館
で
装
備

や
計
画
の
立
て
方
な
ど
を
学
び
、
3
回

目
は
実
際
に
山
を
歩
き
な
が
ら
、
地
図

の
読
み
方
や
緊
急
時
の
対
応
等
を
学
び

ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
で

琵
琶
湖
や
湖
北
の

山
々
が
一
望
で

き
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
山
歩
き
を

楽
し
み
な
が
ら
、

滋
賀
県
山
岳
連
盟

か
ら
来
て
い
た
だ

い
た
講
師
の
説
明

に
聞
き
い
っ
て
い

ま
し
た
。

練
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

4
月
3
日
、
町
内
の
保
育
園
や
幼
稚

園
の
職
員
37
人
が
多
賀
交
番
と
大
滝
警

察
官
駐
在
所
の
警
察
官
か
ら
防
犯
訓
練

を
う
け
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
こ
の
訓
練
が
子
ど

も
た
ち
の
生
命
を
守
る
た
め
に
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

そ
し
て
不
審
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、「
さ
す
ま
た
」
を
使
用
す
る
こ
と

と
と
も
に
、
身
近
に
あ
る
ほ
う
き
な
ど

の
用
具
等
を
使
用
し
て
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
つ
ね
に
用
具
道
具
の
置
き

場
所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

「
さ
す
ま
た
」
の
使
い
方
の
実
技
訓

練
で
は
、
待
ち
受
け
て
い
る
と
き
の

使
い
方
、
向
か
っ
て
い
く
と
き
の
使

い
方
、
不
審
者
に
対
し
て
下
か
ら
上

に
使
う
こ
と
で
相
手
を
威
嚇
し
や
す

く
な
る
使
い
方
な
ど
、
実
践
的
な
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の

命
を
預
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
の
訓

まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

生涯学習

多
賀
町
生
涯
学
習
講
座

山
歩
き
の
安
全
講
座

保育園・幼稚園

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
…

防
犯
訓
練
を
実
施

観光協会

黄
砂
に
ふ
か
れ
て
…
多
賀
三
社
ま
い
り

多
賀
の
魅
力
を
再
発
見
！

農林商工課

若
い
感
性
と
、
地
元
間
伐
材
を
活
か
し
て
…

多
賀
大
社
前
駅
に

観
光
案
内
板
が
完
成
！
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健
康
づ
く
り
に
温
泉
等
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

平
成
18
年
4
月
よ
り
「
ゆ
」
カ
ー
ド
利
用
施
設
増
大
！

温
水
プ
ー
ル
で
も
利
用
で
き
ま
す

優
待
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
方

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
の
窓
口

に
あ
る
お
湯
め
ぐ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
指
定
の
施
設
を
ご
利

用
時
に
「
ゆ
」
カ
ー
ド
を
持
参
い
た
だ

き
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

各
協
力
施
設
で
割
引
の
サ
ー
ビ
ス

や
、
ス
タ
ン
プ
の
押
印
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

カ
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
…

便
利
な
健
康
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

市
町
の
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
老
人

保
健
の
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
持
ち
い
た
だ
い
た
カ
ー
ド
の
中
か

ら
、
半
年
に
1
回
抽
選
で
2
0
0
人
の

方
に
健
康
グ
ッ
ズ
カ
タ
ロ
グ
の
中
か
ら

お
好
き
な
品
（
1
点
）
を
差
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
新
し
い
「
ゆ
」
カ
ー
ド
は
市

町
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
の
窓
口

に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

抽
選
の
結
果
は
…

各
当
選
者
に
市
町
を
通
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

温
泉
等
利
用
者
か
ら
の
声

・
「
ゆ
」
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
県
内

の
温
泉
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

・
温
泉
に
入
る
と
体
が
楽
に
な
り
喜
ん

で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・
温
泉
に
入
浴
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
健
康

グ
ッ
ズ
が
い
た
だ
け
、
二
重
の
喜
び
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
当
選
者
か
ら
の
声

・
温
泉
利
用
で
風
邪
も
ひ
き
ま
せ
ん
。

足
腰
も
痛
く
な
く
健
康
づ
く
り
に
と

て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

環
境
生
活
課

㈲
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1
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滋
賀
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

（
滋
賀
県
保
険
者
協
議
会
事
務
局
）

（電）
0
7
7-

5
2
2-

2
6
0
1

「多賀町障害者ガソリン費補助制度」をご存じですか？

障害者の自立、社会参加を支援するため、多賀町
ではガソリン費の補助を行っています。対象となる
方でまだ認定を受けておられない方は、役場福祉保
健課まで認定申請をしてください。

《対象者》
身体障害者手帳の1級または2級、療育手帳、精

神障害者保健福祉手帳をお持ちの方で、運転免許証
を有し、現に自ら運転されている方

《補助内容》
・月30rまで
・ガソリン1rあたり54円、
軽油1rあたり32円

《申請方法》
福祉保健課窓口で申請書に必要事項を記入のう

え、運転免許証および乗っておられる自動車の車検
証を添えて提出してください。

※請求方法等詳細につきましては、認定時にお知ら
せします。

《申請・問い合わせ先》
福祉保健課（ふれあいの郷内）
㈲2-2021 （電）48-8115
メール　fukushi@tagatown.jp

「ゆ」カード・障害福祉
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多
賀
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
保
健

事
業
の
一
環
と
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
検
診
の
費
用
助
成
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

検
診
の
目
的
は
、「
病
気
を
早
期
に
発

見
し
、
芽
を
摘
み
取
る
」、
そ
し
て
「
結

果
を
生
活
改
善
に
生
か
す
」
こ
と
で
す
。

ぜ
ひ
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診

を
受
け
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

事
後
指
導
の
実
施
に
よ
り
、
健
康
へ

の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
・
改
善
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る

方
は
、
以
下
の
と
お
り
内
容
等
が
変
更
に

な
り
ま
す
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

助
成
を
受
け
ら
れ
る
方

多
賀
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

助
成
割
合

検
診
費
用
額
の
7
割
（
日
帰
り
、
１

泊
と
も
に
同
じ
）

た
だ
し
3
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

申
込
期
間

6
月
1
日
（木）
〜
6
月
30
日
（金）
の
執
務

時
間
中

受
診
期
間

6
月
1
日
（木）
〜
12
月
末

申
込
方
法

国
民
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
の
う

え
、
多
賀
町
役
場
環
境
生
活
課
の
窓
口

へ
申
し
込
み
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
人

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
利
用
券
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
提
携
先

医
療
機
関
に
直
接
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
受
診
後
、
病
院
で
3
割
分
を
お
支

払
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。な
お
、

利
用
券
の
な
い
受
診
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

事
後
指
導

医
療
機
関
か
ら
提
供
さ
れ
る
検
診
結

果
を
元
に
、
必
要
な
方
に
は
保
健
師
が

訪
問
指
導
を
行
い
ま
す
。

提
携
先
医
療
機
関

※
右
記
以
外
の
医
療
機
関
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
・
申
し
込
み
先

環
境
生
活
課
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医療機関名 ドックの種類

彦根市立病院 日帰りドック、宿泊

ドック、脳ドック

彦根中央病院 成人病予防検診

友仁山崎病院 日帰りドック、宿泊

ドック、脳ドック

豊郷病院 日帰りドック、脳ド

ック

こ
ん
に
ち
は
、
保
健
師
で
す

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
、
予
防
接

種
法
の
改
正
に
よ
り
、
麻
し
ん
と
風
し

ん
の
予
防
接
種
が
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
18
年
3
月
31
日
ま
で
は
、
生
後

12
カ
月
〜
7
歳
5
カ
月
の
間
に
麻
し
ん

ワ
ク
チ
ン
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
1
回

ず
つ
接
種
し
て
い
ま
し
た
が
、
4
月
1

日
か
ら
は
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
を
2
回
接
種
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

第
1
期
は
生
後
12
カ
月
か
ら
24
カ
月

の
間
、
第
2
期
は
5
歳
か
ら
7
歳
の
間

（
第
1
期
接
種
済
み
者
）
に
接
種
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
制
度
が
変
わ
る
た
め
、

対
象
者
の
方
は
下
記
の
医
療
機
関
で
接

種
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

生
後
12
カ
月
〜
24
カ
月
で
麻
し
ん
お

よ
び
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
未
接
種
で

か
つ
麻
し
ん
お
よ
び
風
し
ん
に
か
か
っ

て
い
な
い
方
。

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
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☆
必
ず
事
前
に
接
種
を
希
望
さ
れ
る
医

療
機
関
に
お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

☆
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
ご
質
問
、
お
問

い
合
わ
せ
等
は
多
賀
町
総
合
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

人間ドック助成制度・予防接種

平成18年度から
人間ドック助成制度が変わりました！

病　　　院 住　　所 電　話　番　号

彦 根 市 立 病 院 彦根市八坂町1882 22-6050

1年中
友 仁 山 崎 病 院 彦根市竹ヶ鼻町80 23-1800

彦 根 中 央 病 院 彦根市西今町421 23-1211

豊 郷 病 院 豊郷町八目12 35-3001

小菅医院（多賀診療所） 多賀町多賀1328 48-1650 ㈲2-2262

6月中
小菅医院（敏 満 寺）多賀町敏満寺1261 48-0024 ㈲2-2823

大辻医院（土 田）多賀町土田783 48-0595 ㈲3-0595

大辻医院（川相診療所） 多賀町川相245 47-1856 ㈲5-1856
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ふれあい幼稚園
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富之尾保育園

美
し
く
優
し
い
自
然
の
中
で

入
園
、
進
級
お
め
で
と
う
！

4
月
4
日
、
6
人
の
新
し
い
お
友
達

を
迎
え
て
、
味
わ
い
が
あ
り
、
懐
か
し

さ
が
つ
の
る
園
舎
で
、
富
之
尾
保
育
園

最
後
と
な
る
入
園
式
を
行
な
い
ま
し

た
。地

域
の
皆
さ
ま
の
温
か
な
「
愛
」
に

つ
つ
ま
れ
て
、
今
年
度
も
「
ふ
る
里
」

を
大
切
に
思
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
、
あ
た
た
か
さ
を

感
じ
あ
え
る
「
胸
が
キ
ュ
〜
ン
」「
心

が
ジ
〜
ン
」
と
く
る
よ
う
な
、
豊
か
な

体
験
が
で
き
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や

日
々
の
保
育
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
み
だ
ね
！
　
新
園
舎

入
園
進
級
か
ら
1
カ
月
。
さ
く
ら
が

満
開
の
あ
た
た
か
な
春
の
日
、
お
散
歩

の
途
中
足
を
止
め
て
見
る
建
設
中
の
新

園
舎
、「
ワ
ア
〜
！
　
き
れ
い
や
な
ー
」

「
も
う
す
ぐ
で
き
る
か
な
ー
」「
雨
が
降

っ
た
ら
ど
う
し
や
る
ん
や
ろ
？
　
お
仕

事
お
休
み
か
な
ー
」
と
新
園
舎
完
成
へ

の
大
き
な
期
待
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
き
れ
い
な
か
わ
い
い

新
園
舎
で
の
生
活
を
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
卒
園
し
た
7
人
の
お
友

達
は
、
思
い
出
つ
く
り
と
し
て
、
さ
く

ら
の
記
念
植
樹
と
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を

新
園
舎
の
敷
地
に
埋
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
20
歳
の
成

人
式
の
日
に
、
こ
の
場
所
に
集
ま
り
掘

り
起
こ
し
て
、
幼
か
っ
た
自
分
と
出
会

い
、
み
ん
な
で
懐
か
し
い
日
々
を
振
り

返
ろ
う
ね
、
と
約
束
し
ま
し
た
。
さ
く

ら
の
木
は
、
小
学
校
へ
と
進
ん
だ
7
人

の
卒
園
児
と
同
じ
よ
う
に
、
年
々
成
長

し
、
い
つ
の
日
か
き
れ
い
な
花
を
つ
け

て
、
園
児
や
地
域
の
人
々
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
あ
う
子
育
て

先
日
、
あ
る
講
演
会
で
「
子
育
ち
」

に
つ
い
て
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
昔
の
子
ど
も
た
ち
は
、
家
の

外
で
、
近
所
の
子
ど
も
同
士
が
ガ
キ
大

将
と
群
れ
て
遊
び
、
切
磋
琢
磨

せ

っ

さ

た

く

ま

し
、
子

ど
も
同
士
が
育
ち
あ
い
、
親
の
知
ら
な

い
間
に
、
こ
ま
回
し
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
遊
び
を
身
に
付

け
育
っ
て
い
く
、
こ
う
し
た
放
牧
環
境

で
子
ど
も
が
育
つ
こ
と
を
「
子
育
ち
」

と
い
う
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
は
、
子
ど
も
た
ち
が
群

れ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
「
子

育
ち
」
が
難
し
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
ど

の
よ
う
に
し
て
「
子
育
ち
」
を
支
え
て

子
ど
も
サ
ロ
ン
・
レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ
子
育
て
講
座

高
取
山
で
あ
そ
ぼ
う
！

日
時
■
5
月
20
日
（土）

10
時
〜
11
時
30
分

場
所
■
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園

内
容
■
身
近
な
自
然
で
遊
ぼ
う

対
象
■
2
歳
か
ら
小
学
校
3
年
生
ま

で
の
親
子

定
員
■
30
組

申
し
込
み
締
切
■
5
月
10
日
（水）

参
加
費
■
子
ど
も
1
0
0
円
、
大
人

2
0
0
円
（
高
取
山
入
園
料
）

※
参
加
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
詳
し

い
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

お
申
し
込
み
先
･
お
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

㈲
2-

1
0
2
5

（電）
4
8-

1
0
2
5

福
祉
保
健
課

㈲
2-

1
0
2
5

（電）
4
8-

8
1
1
5

メ
ー
ル
　fu

ku
s
h
i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

い
く
放
牧
環
境
を
つ
く
れ
ば
よ
い
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
や
は
り
こ
こ

で
支
援
セ
ン
タ
ー
の
出
番
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
が
「
子
育
ち
」

の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
支

援
セ
ン
タ
ー
の
広
場
が
放
牧
環
境
に
な

り
、
子
ど
も
同
士
が
群
れ
て
遊
ぶ
こ
と

か
ら
「
子
育
ち
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
々

は
、
ぜ
ひ
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
レ
ッ
ツ

エ
ン
ジ
ョ
イ
子
育
て
講
座
の
中
で
、
親

子
で
ふ
れ
あ
っ
て
遊
ん
で
い
た
だ
け
る

講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

出
あ
い
Q

ふ
れ
あ
い
Q

つ
な
が
り
あ
い
Q

多
賀
幼
稚
園
・
大
滝
幼
稚
園
で

い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
せ
ん
か

多
賀
町
立
多
賀
幼
稚
園
・
大
滝
幼
稚

園
で
は
、
多
賀
町
内
の
1
歳
か
ら
3
歳

児
と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
園
を

開
放
し
『
ふ
れ
あ
い
幼
稚
園
』
を
実
施

し
ま
す
。

幼
稚
園
で
園
児
と
一
緒
に
遊
び
、
子

ど
も
の
遊
び
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん

か
？
ま
た
、
保
護
者
の
方
同
士
も
つ
な
が

り
を
深
め
、
子
育
て
の
情
報
交
換
を
す

る
場
と
し
て
お
気
軽
に
ご
来
園
く
だ
さ

い
。
職
員
一
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
開
放
日
時

6
月
〜
2
月
第
1
・
第
3
金
曜
日
ま
た

は
行
事
の
日
（
夏
季
休
業
期
間
は
除
く
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

☆
対
象

町
内
に
住
む
満
1
歳
の
お
誕
生
日
を

迎
え
た
お
友
だ
ち
か
ら
3
歳
児
の
お
友

だ
ち
お
よ
び
保
護
者

☆
内
容

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
園
に
よ
り
多
小
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

多
賀
町
立
多
賀
幼
稚
園

㈲
3-

3
5
1
3

（電）
4
8-

0
2
7
4

多
賀
町
立
大
滝
幼
稚
園

㈲
5-

5
6
1
6

（電）
4
8-

0
0
1
4

多
賀
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

㈲
2-

3
7
4
1

（電）
4
8-

8
1
2
3

6月 水あそび、どろんこあそびをし
よう

7月 七夕お楽しみ会をしよう
9月 運動あそびをしよう・運動

会を楽しもう
10月 絵をかいたり、土粘土であ

そぼう
11月 焼きいもパーティーをしよう・木

の実、木の葉であそぼう
12月 クリスマス会でサンタさんに会

おう
1月 雪であそぼう・お正月あそ

びをしよう
2月 生活発表会を楽しもう

児
童
手
当
制
度

支
給
対
象
が

小
学
校
6
年
生
ま
で

拡
大
さ
れ
ま
し
た
！

「
児
童
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
平
成
18
年
4
月
1
日
に
公

布
・
施
行
さ
れ
、
支
給
対
象
年
齢
が
現

行
の
小
学
校
第
3
学
年
修
了
前
か
ら
小

学
校
修
了
前
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
所

得
制
限
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
支

給
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
児
童

の
支
給
分
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
の
経

過
措
置
の
期
間
内
（
平
成
18
年
9
月
30

日
ま
で
）
に
申
請
を
行
う
と
、
平
成
18

年
4
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に

は
追
っ
て
通
知
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
そ
の
他
今
年
度
所
得
制
限
に
よ

り
支
給
停
止
と
な
っ
た
方
等
で
、
法
改

正
に
よ
り
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
役
場
福
祉
保
健
課
保
育
児
童
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課

㈲
2-

2
0
2
1

（電）
4
8-

8
1
1
5

メ
ー
ル
　fu

ku
s
h
i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

5
月
は

児
童
福
祉
月
間
で
す
！

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

こ
と
、
こ
れ
は
社
会
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
み
ん
な
の

願
い
で
す
。

し
か
し
今
、
子
ど
も
へ
の
虐
待

等
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
相
次

い
で
起
こ
り
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子

ど
も
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る

も
の
で
あ
り
、
こ
ど
も
の
「
こ
こ

ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
に
大
き
な
傷

を
残
し
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
が
豊
か
な
愛

情
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
夢
と
希
望

を
も
っ
て
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い

け
る
よ
う
地
域
全
体
で
見
守
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。
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平
成
１８
年
度
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
事
業
予
定

今
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
内

容
な
ど
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

発
掘
調
査

大
岡
高
塚
古
墳
確
認
調
査

町
内
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査

整
理
調
査

平
成
17
年
度
実
施
の
敏
満
寺
遺
跡

発
掘
調
査
の
整
理
調
査

土
田
遺
跡
第
2
次
・
第
9
次
発
掘
調

査
の
整
理
調
査

そ
の
他
の
調
査

水
谷
地
区
生
活
文
化
史
調
査

普
及
事
業

文
化
財
講
座
／
年
間
4
回
（
詳
細
未
定
）

体
験
教
室
／
年
間
2
回（
詳
細
未
定
）

展
示

そ
の
1
「
水
谷
生
活
文
化
史
調
査
の
成

果
展
示
」（
仮
称
）
会
期
は
平

成
19
年
1
月
〜
3
月
を
予
定

そ
の
2
『
町
内
遺
跡
発
掘
調
査
成
果

展
・「
古
代
、
土
田
に
役
所
が
あ

っ
た
？
」（
仮
称
）』
会
期
は
未
定

昔
の
写
真
を
集
め
て
い
ま
す

文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
近
代
の
多

賀
の
歴
史
を
残
す
資
料
と
し
て
「
昔
の

写
真
」
を
集
め
て
い
ま
す
。
写
真
は
明

治
時
代
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
生
活
や

文
化
、
人
物
な
ど
ど
の
よ
う
な
も
の
で

も
結
構
で
す
。
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お

願
い
し
ま
す
。
ご
提
供
い
た
だ
け
る
写

真
や
フ
ィ
ル
ム
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化

し
て
お
返
し
し
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ

化
し
た
写
真
は
文
化
財
資
料
と
し
て
保

存
し
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

民
俗
資
料
も
集
め
て
い
ま
す

昔
の
民
具
を
集
め
て
い
ま
す
。
ご
不

要
に
な
り
ま
し
た
、
ち
ょ
っ
と
古
い
生

活
道
具
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
文
化
財

セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー

㈲
2-

0
3
4
8

（電）
4
8-

0
3
4
8

メ
ー
ル
　b

u
n
ka
za
i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

移
動
図
書
館
さ
ん
さ
ん
号
巡
回
の
お
知
ら
せ

（
4
月
〜
9
月
）

A
コ
ー
ス
■
5
月
5
日
（金）
、
19
日
（金）

（
藤
瀬
・
川
相
・
大
滝
小
学
校
・

大
杉
・
萱
原
保
育
所
・
富
之
尾
保

育
園
）

B
コ
ー
ス
■
5
月
12
日
（金）
（
大
君
ヶ

畑
・
多
賀
清
流
の
里
・
多
賀
小
学

校
・
多
賀
幼
稚
園
・
猿
木
・
多
賀

さ
さ
ゆ
り
保
育
園
）

5
月
26
日
（金）
（
大
君
ヶ
畑
・
多
賀

清
流
の
里
・
多
賀
小
学
校
・
犬
上

ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
・
猿
木
・

多
賀
さ
さ
ゆ
り
保
育
園
）

※
B
コ
ー
ス
は
4
月
か
ら
、
第
2
･
第

4
金
曜
日
の
巡
回
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
図
書
館

㈲
2-

1
1
4
2

（電）
4
8-

1
1
4
2

メ
ー
ル
　to

s
h
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

図
書
館
だ
よ
り

映
画
会

「
み
ん
な
う
ん
ち
」「
す
い
か
の
た
ね
」

ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
庭
に
す
い
か
の

た
ね
を
ま
い
た
ん
だ
け
ど
…
（
す
い
か

の
た
ね
）
五
味
太
郎
さ
ん
と
さ
と
う
わ

き
こ
さ
ん
の
楽
し
い
絵
本
の
お
話
が
ア

ニ
メ
に
な
り
ま
し
た
。

日
時
■
5
月
27
日
（土）

15
時
〜
16
時

場
所
■
2
階
大
会
議
室

※
申
し
込
み
不
要
･
自
由
参
加

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
は

な
し
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
■
5
月
6
日
（土）
、
13
日
（土）
、
20
日

（土）

15
時
〜

場
所
■
お
は
な
し
の
へ
や

万
葉
の
心
教
室
（
全
6
回
）

参
加
者
募
集

万
葉
集
を
読
み
、
古
代
日
本
の
文

学
・
文
化
や
古
代
日
本
人
の
心
を
学
び

ま
す
。（
参
加
費
無
料
）

日
時
■
第
1
回
…
6
月
１７
日
（土）

１０
時
〜

※
以
後
8
月
を
除
く
月
1
回
（
土

曜
日
）

場
所
■
2
階
大
会
議
室

講
師
■
礒
崎
　
啓
さ
ん

対
象
■
一
般
成
人
20
人
程
度

申
し
込
み
■
先
着
順

※
5
月
20
日
（土）

10
時
〜
受
付
開
始

文化財・図書館
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新
緑
あ
ふ
れ
る
高
取
山
の
林
道
を
歩

い
て
い
る
と
、
ホ
オ
ノ
キ
が
白
く
、
大
き

な
杯
形
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
ど

こ
と
な
く
周
囲
に
は
甘
い
香
り
が
漂
い
、

こ
の
季
節
に
な
る
と
開
花
を
知
ら
せ
て

く
れ
ま
す
。
鮮
や
か
で
美
し
い
花
の
中

は
、
紅
色
を
し
た
花
糸
や
円
錐
状
に
集

ま
っ
た
雄
し
べ
な
ど
が
あ
り
、
自
然
の
つ

く
り
出
す
美
し
さ
に
感
動
し
ま
す
。

ま
た
ホ
オ
ノ
キ
は
大
き
な
葉
を
も
つ

こ
と
で
も
有
名
で
す
。
裏
に
は
白
い
粉

が
ふ
い
て
お
り
、
風
に
葉
が
半
分
ひ
る

企
画
展

高
取
山
の
花
ご
よ
み

共
催：

滋
賀
自
然
環
境
研
究
会
、
大
滝
山
林
組
合

高
取
山
で
観
察
す
る
こ
と
の
で
き
る

四
季
の
花
々
や
植
物
の
魅
力
を
美
し
い

写
真
を
交
え
て
紹
介
す
る
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
滋
賀
自
然
環
境
研
究
会
と
共
同
で
実

施
し
て
い
る
調
査
の
紹
介
も
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
と
す
て

き
な
花
の
絵
ハ
ガ
キ
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
!!

日
時
■
4
月
29
日
（土）
〜
6
月
11
日
（日）

場
所
■
ギ
ャ
ラ
リ
ー

観
覧
料
■
無
料

体
験
事
業

森
の
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

高
取
山
に
も
生
え
て
い
る
ホ
オ
ノ
キ

な
ど
の
素
材
を
使
っ
て
、
世
界
に
ひ
と
つ

し
か
な
い
、
あ
な
た
だ
け
の
ブ
ロ
ー
チ

や
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

森
の
香
り
の
あ
る
作
品
は
一
生

の
思
い
出
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
!!

日
時
■
5
月
6
日
（土）

9
時
30
分
〜
12
時

場
所
■
大
会
議
室

対
象
■
小
学
生
以
上
（
小
学
3
年
生
以

下
は
必
ず
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

定
員
■
２５
人
（
た
だ
し
、
１０
人
ま
で
は
町
内

在
住
者
・
在
勤
者
を
優
先
し
ま
す
）

参
加
費
■
1
0
0
円
（
傷
害
保
険
料
）

自
然
観
察
会

新
緑
の
高
取
山
植
物
観
察
会

企
画
展
開
催
に
合
わ
せ
、
こ
の
季
節

に
咲
く
美
し
い
花
々
を
観
察
し
ま
す
。

新
緑
の
香
り
が
す
る
高
取
山
へ
一
緒
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
■
5
月
20
日
（土）

9
時
30
分
〜
12
時

場
所
■
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園

集
合
■
多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

駐
車
場
（
9
時
）

講
師
■
中
川
信
子
さ
ん
、
森
小
夜
子
さ
ん

対
象
■
小
学
生
以
上
（
小
学
3
年
生
以

下
は
必
ず
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

定
員
■
20
人

参
加
費
■
大
人
3
0
0
円

小
人
2
0
0
円

（
傷
害
保
険
料
と
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
入
園
料
と
し
て
）

※
山
道
を
歩
く
こ
と
の
で
き
る
服
装
、
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

多
賀
の
植
物（
花
）観
察
会

多
賀
に
咲
く
、
春
の
草
花
を
み
ん
な

で
楽
し
く
観
察
し
ま
せ
ん
か
？
初
心
者

で
も
大
歓
迎
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
■
5
月
18
日
（木）

10
時
〜
12
時

集
合
■
多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

駐
車
場
（
9
時
30
分
）

※
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
博
物
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

多
賀
町
立
博
物
館
・

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

㈲
2-

2
0
7
7

（電）
4
8-

2
0
7
7

（Ｆ）
4
8-

8
0
5
5

メ
ー
ル
　m

u
s
e
u
m
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tagatow

n.jp/̃taga-m
us/

が
え
り
な
が
ら
ゆ
れ
る
と
緑
と
白
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
は
美
し
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
ホ
オ
ノ
キ
の
大
き
な
葉

は
「
朴ほ

お

葉ば

み
そ
」
や
「
朴
葉
す
し
」
と

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
有
名
な
よ
う

に
、
古
代
か
ら
食
物
を
盛
る
葉
に
用
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
緑
が
か
っ
た

材
も
、
や
わ
ら
か
い
こ
と
か
ら
版
画
用

の
木
版
や
下
駄

げ

た

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ホ
オ
ノ
キ
は
私
た

ち
人
間
に
と
っ
て
も
古
く
か
ら
関
わ
り

の
深
い
植
物
だ
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
暖
か
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

ホ
オ
ノ
キ
や
春
の
植
物
を
観
察
す
る
た

め
に
山
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

博
物
館
で
は
、
毎
月
第
3
木
曜
日
に
植
物

の
観
察
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
!!

文
・
写
真：

中
川
信
子

（
自
然
観
察
指
導
員
）

博物館

多
賀
の
ゆ
か
い
な
生
き
物
図
鑑
⑩

日
本
一
大
き
な
葉
を
茂
ら
す
広
葉
樹

ホ
オ
ノ
キ

t大岡高塚古墳出土遺物　須恵器
す え き

の
つぼ。古墳の石室から出土したも
のです。

▼土田遺跡出土遺物　円面硯
え ん め ん け ん

。古代
の「すずり」です。字を書いてい
たことがわかります。

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

※3日、4日、5日は祝日開館、 
　25日（木）は月末整理休館 

休館日 

5月のカレンダー 
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おしらせ

20広報 たが 5月号

お済みですか？
ワンちゃんの狂犬病予防注射！
どんなにおとなしくても、どんなに

慣れていても、室内だけで飼育してい
ても、飼い犬の登録と年1回の狂犬病予
防注射は、狂犬病予防法で、義務づけら
れています。4月に受けられなかった方
は、この機会に必ず受けてください。
①登録済の犬は登録カード（愛犬カー
ド）をご持参ください。

②犬の体を清潔にし、犬を制御できる
人が連れてきてください。

③咬傷犬、妊娠、病気、その他異常の
ある犬については、受付前に申し出
てください。

④手数料は釣銭のいらないようにお願
いします。

【手数料】
新規登録の場合 6,200円
登録済みの場合 3,200円
日時■5月16日（火）

13：30～14：30
場所■多賀町役場

お問い合わせ
環境生活課
㈲2-2031 （電）48-8114
メール　kankyo@tagatown.jp

ふるさとまつりの
企画調整委員を募集します！
～ふるさとまつりの企画立案に

参加してみませんか？～
毎年開催しているふるさとまつり

は、各種団体から構成されるふるさと
まつり実行委員会によって企画運営さ
れています。今年も町民の皆さまの中
から、ふるさとまつりの内容を検討す
る「企画調整委員」になっていただける
方を募集します。あなたの意見で今年
のふるさとまつりを盛り上げませんか。
募集人数■5人
応募資格■町内に在住・在勤の方
募集期間■5月1日（月）～19日（金）
応募方法■応募用紙に必要事項を記入

の上、役場企画課まで。（FAX可、応
募多数の場合は書類選考）
※応募用紙は企画課にあります。

お問い合わせ
企画課
㈲2－2018 （電）48－8122
メール　kikaku@tagatown.jp

『ささゆりむすめ』
募集しています！
多賀町観光協会では、平成18年度

の多賀町の観光PRや観光行事に参加
いただき、広く多賀町をご紹介いた
だく『ささゆりむすめ』を募集して
います。

資格■①多賀町の観光振興とささゆり
むすめの役割を理解し、年間を通
じて町内の諸行事や、観光PR活
動に参加できる方
②原則として18歳以上の方（ただ
し高校生は除く）
③明朗で健康な方

活動内容■万灯祭御神火祭・総おどり、
ふるさとまつり、たが楽市、古例大
祭、観光キャンペーン諸行事、その
他必要と認める行事等

申し込み期限■5月31日（水）

お問い合わせ・お申し込み
多賀町観光協会
㈲2-2349 （電）48-2361
メール　norin@tagatown.jp

成分献血の協力者募集
成分献血とは、血しょうや血小板と

いった治療に必要な特定の成分だけを
採取し、赤血球などの成分は再び体内
に戻す献血方法をいいます。
日時■5月31日（水）10時・11時・

13時・14時・15時
（各時間帯4人ずつ合計20人）献
血所要時間は約1時間です。（ただ
し、個人差があります。）

場所■ふれあいの郷
※予約制になりますので、5月19日
（金）までに福祉保健課献血推進係ま
で電話にてご連絡ください。
なお、40歳以上の方は、成分献
血の経験があり、1年以内に心電
図検査を受けていることが必要で
す。また、その他の要件もありま
すので、福祉保健課献血推進係ま
でご確認いただき、ご協力をお願
いします。

お問い合わせ
福祉保健課
㈲2-2021 （電）48-8115
メール　fukushi@tagatown.jp

多賀町特定不妊治療費等の
助成について
多賀町では年々出生数が減少してい

る状況ですが、子どもを望んでいるに
もかかわらず、経済的負担が重いこと
から十分な治療を受けることができ
ず、子どもをもつことをあきらめざる
をえない場合もあるかと思われます。
そのため特定不妊治療等に要する費

用の一部を助成し、経済的負担を軽減
することにより出産への支援が行える
よう、特定不妊治療費等の助成を次の
とおり平成18年4月から実施します。

〈対象者〉
・体外受精、顕微授精および人工授精
以外の治療法では妊娠の見込みがな
いか、きわめて少ないとされた者。

・多賀町内に居住（住民登録している
こと）し、法律上の婚姻をしている
夫婦。

・滋賀県が指定する医療機関で治療を
受けた者。

〈申請書類〉
・多賀町特定不妊治療費等助成申請書
（様式1）
・多賀町特定不妊治療費等助成事業受
診等証明書（様式2）

・医療機関発行の領収書
〈助成額〉
・1年度あたり10万円を限度に通算2
年間助成します。

〈申請窓口〉
・申請は多賀町総合福祉保健センター
までお願いします。（プライバシー
は厳守されます）

・原則として、治療が終了した日の属す
る年度内に申請を行ってください。

（夫および妻の前年の所得により助成の
対象外となる場合があります。所得の計
算は児童手当法施行令を準用します。）

◎助成についてのご質問、お問い合わ
せ等は多賀町総合福祉保健センター
までお願いいたします。

お問い合わせ
福祉保健課
㈲2-2021 （電）48-8115
メール　hoken@tagatown.jp

労働相談ダイヤルを
開設します！
～夕方や土曜、日曜も相談できます～
滋賀県では、労働者や事業主の方が、

労働に関する悩みごとについて相談で
きるよう、県内3カ所に労働相談書を
設置しています。
これまでから、平日の昼間はもちろ

ん、夕方、土曜日、日曜日も相談して
いただける相談体制をとってきました
が、皆さんにより気軽にご相談いただ
くため、4月10日から、通話料無料の
「労働相談ダイヤル」を開設します。

労働相談ダイヤル

0120-967164
相談時間■月～金　9時～20時
※月～金が祝日の場合は、17時
～20時　土・日9時～15時

お問い合わせ
農林商工課
㈲2-2030 （電）48-8117
メール　norin@tagatown.jp

6月1日は
人権擁護委員の日です
6月1日は、人権擁護委員法が施行

された日です。多賀町には、町長から
推薦されて、法務大臣が委嘱した次の
人権擁護委員がいます。

土田　長四郎　　　土田535番地
集治　　温子　　　大杉245番地
吉田　　義和　　　八重練717番地
大道　　英昭　　　一ノ瀬334番地

全国一斉「人権擁護委員の日」
特設相談所を開設します
1 実施日時　6月1日（木）
2 実施時間　9時～16時
3 実施場所　多賀町総合福祉保健セ

ンター　ふれあいの郷
ボランティア室

相談は無料で、秘密は守られます。
お気軽にご相談ください。

お問い合わせ
滋賀県人権擁護委員連合会事務局
（電）077-522-4673

前期危険物取扱者試験
（乙種第4類）予備講習会
日時■5月21日（日）9時～
場所■彦根市消防本部
申し込み期間■4月24日（月）から

5月19日（金）

お問い合わせ
彦根市消防本部予防課内
彦根防火保安協会事務局
（電）22-0332

憲法週間行事のおしらせ
5月3日の憲法記念日を中心に5月1

日から7日までを「憲法週間」として、
各種行事を催します。

◎刑事事件についての相談
日時■5月1日（月）、2日（火）

各9時30分～16時
場所■大津地方検察庁

◎人権相談
日時■5月1日（月）、2日（火）

各9時30分～16時30分
場所■大津地方法務局

◎憲法週間記念行事（裁判員模擬裁判
体験ツアー）
日時■5月27日（土）13時～16時
場所■大津地方裁判所
定員■50人
内容■①裁判員制度の解説（ビデオ上

映等）
②裁判官による裁判員制度につ
いての説明,質疑応答

③裁判員模擬裁判（参加込者か
ら事前に模擬裁判出演者を抽
選します。）

④空き法廷見学
申し込み方法■5月8日（月）から24日

（水）までの期間に、電話でお申し
込みください（土日祝日を除く9
時から17時まで）なお、定員に
なり次第,受付を終了させていただ
きますので、ご了承ください。

申し込み先■大津地方裁判所事務局総
務課庶務係

申し込み専用電話
090-2389-3466

交通事故相談所のご案内
「車社会」の中で生活している私た
ち。交通事故は予期せぬときに発生し
ます。もし、交通事故に巻き込まれた
らどうすればいいか、皆さんはご存じ
ですか？
損害賠償などについてよく知らない

ために、双方の主張が食い違っていた
り、無理難題を言われたり…。そんな
ことでお困りの方に、滋賀県では次の
とおり「交通事故相談」を実施してい
ます。専門の相談員が親切に相談に応
じます。お気軽にご相談ください。
面接相談■火曜日、木曜日
電話相談■月曜日～金曜日

※いずれも9時～16時
場所■湖東地域振興局2階

（彦根市元町4番1号）
・相談はすべて無料です。
・相談内容については、秘密を厳
守します。

・文書（郵便）による相談も受け
付けています。

相談窓口・お問い合わせ
滋賀県立交通事故相談所彦根分室
（電）27-2230

5月22日（月）～28日（日）は、
行政相談週間です
国の役所や公社、公庫、公団といっ

た特殊法人の仕事について、
☆苦情や要望をどこに申し出てよい
のかわからない。

☆苦情を言いたいが、直接は申し出
にくい。

そんなときは、行政相談委員にご相
談ください。
相談は無料で、秘密は守られます。

【行政相談委員】
石田昭治郎
㈲2-2313 （電）48-0005

また、毎月16日（日曜・祝日はの
場合は翌日）9時から11時30分まで
多賀町総合福祉保健センター「ふれあ
いの郷」ボランティア室において、よ
ろず相談所を開設し、皆さまからの苦
情や要望などの相談を受け付けていま
すので、併せてご利用ください。

おしらせ
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保健業務・子育て支援センターひろばの案内
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野鳥の森自然観察会
日時■5月21日（日） 9:00～12:00
内容■新緑の芹川上流「オオルリとの出会い」

サブプログラム：木のコースターを作ろう
（材料費：100円）

集合場所■今畑周辺野鳥の森ビジターセンター
（8:50集合）

日時■6月25日（日） 9:00～12:00
内容■野鳥の森の昆虫と植物、

サブプログラム：野草のしおりを作ろう
（材料費：300円）

集合場所■野鳥の森野鳥の森ビジターセンター駐車場
（9:00集合）

日時■7月16日（日） 9:00～12:00
内容■芹川の清流に親しむ「水の中の生物の観察」

サブプログラム：樹皮の貼り絵を作ろう
（材料費：300円）

集合場所■栗栖野鳥の森ビジターセンター駐車場
（8:50集合）

日時■10月29日（日） 9:00～12:00
内容■ドングリの観察会「紅葉の野鳥の森」

サブプログラム：木の実の工作、焼き杉のチャレン
ジ（材料費：300円）

集合場所■多賀町野鳥の森ビジターセンター（8:50集合）

日時■12月9日（土） 9:00～12:00
内容■野鳥の森の冬鳥「カモの仲間たち」

サブプログラム：自然物のインテリアつくり、アク
セサリーつくり（材料費：300円）

集合場所■多賀町野鳥の森ビジターセンター（9:00集合）

対象■子どもから大人まで
定員■1回30～50人
参加費■無料（傷害保険加入済みです）
別途材料費■実費100円～300円程度（必要な方のみ）
申し込み■下記の問い合わせ先にご連絡ください（当日

参加もOKです）

問い合わせ先
芹川自然観察の会（平松光三）
（電）26－0510
野鳥の森ビジターセンター
（電）48－0121

おしらせ

生まれました！
☆麻生

あ そ う

莉
り

珠
ず

（匡伸・万里子）

☆岸本
き し も と

律
り つ

美
み

（雅嗣・美早穂）

おくやみ申し上げます
◆L橋　コマ　95歳
◆木瀬　　榮　62歳
◆藤本　　久　82歳

結婚しました！

Q
島澤　　仁
小梶　美希

多賀町総合福祉保健センター

トレーニング室から

皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあい

の郷」では、毎月トレーニング室で『体力測定』を開

催しています。

体力測定のメニュー

握力、閉眼片足立ち（バランス性）、長座体前屈（柔

軟性）等を実施します。

中高年の方にもご利用いただける運動機器もあ

りますので、ぜひ健康づくりにお役立てください。

※なお、はじめてトレーニング室を利用していただく方は、初

回に利用講習会を受講していただく必要があります。

6月の利用講習会日程

6月9日（金）

13:30～14:30 体力測定

15:00～16:00 利用講習会

6月24日（土）

13:30～14:30 体力測定

15:00～16:00 利用講習会

17:30～18:30 体力測定

19:00～20:00 利用講習会

トレーニング室利用時間■ 10:00～20:30
トレーニング室を利用できない日■毎週日曜日、第

2・第4月曜日（第2・第4月曜日が祝日の場
合、翌日が休みとなりますのでご注意くださ
い）、祝日

利用対象者■18歳以上の方
利用料■町内在住・在勤の方200円、

町外の方300円
その他■運動のできる服装・運動靴・タオルをご

用意ください。

お問い合わせ
福祉保健課
㈲2‐2021（電）48‐8115
メール　hoken@tagatown.jp

おめでた・おくやみ

（敬称略）

行　事　名 実　施　日 受付時間 対　　　　象　　　　者

すくすく相談 6月6日（火）
子どもの健康、子育て等について、ご相談を受け付

けています。

すこやか相談 6月13日（火）

10:00～11:00 ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お

気軽にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪

測定も無料でできます。

赤ちゃんサロン 6月15日（木） 10:00～10:10 0歳代の親子・妊婦の方

4カ月児健診 6月5日（月） 13:00～13:15 H18年1月生まれの乳児

10カ月児健診 6月5日（月） 13:15～13:30 H17年7月生まれの乳児

2歳6カ月児歯科健診 6月6日（火） 13:00～13:15 H15年11月・12月生まれの幼児

3歳6カ月児健診 6月14日（水） 13:00～13:15 H14年11月・12月生まれの幼児

整形外科健診 6月28日（水） 13:40～14:00 H18年3月・4月生まれの幼児

BCG 6月13日（火） 13:30～14:30 生後3～6カ月でBCGが未接種の乳児

三種混合 6月23日（金）

[1期初回]生後3カ月～7歳5カ月までで3～8週の間

隔で3回未接種の乳幼児

[1期追加]1期初回3回目接種後、1年以上たった児

☆各健診および予防接種には、必ず母子手帳・予診表をご持参ください。
☆2歳6カ月児歯科健診、3歳6カ月児健診（尿検査があります）を受けられる方は、歯ブラシとコップを
持ってきてください。
☆10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。

お問い合わせ 福祉保健課 ㈲2‐2021 （電）48‐8115 メール　hoken@tagatown.jp

子育て支援センター ひろばの案内

広　　場 曜日・日時 時　　間 内　　　　　　　　容

にっこり広場
月曜日～金曜日

9:00～12:00
センターの部屋を開放しています。子ども同士、親同士が

（下記広場以外※） 遊んだり、語りあったりするのに利用してください。

園 庭 開 放
火曜日・金曜日 9:00～12:00

土　　曜　　日 9:00～16:00

赤ちゃんペンギン
6 月 2 8 日（水）

広場（0歳児）
ペンギン広場 6 月 1 4 日（水）
（1歳児） 6 月 2 1 日（水）

10:00～12:00
カンガルー広場
（2歳児） 6 月 6 日 （火）
キリン広場 6 月 7 日 （水）
（3歳児）

1歳のお誕生会 6 月 9 日（金） 10:00～11:00
6月に1歳のお誕生日を迎えるお子さまをお持ちの方々、お
越しください。

※にっこり広場…6月5日（木）、22日（金）はお休みです。

☆子育て相談は、随時行っていますので、気楽に来所していただくか、お電話ください。
☆支援センター利用のお願い 多賀ささゆり保育園の門扉は、安全のためにいつも閉めていますので、開けてお
入りください。車を止められたら、門扉を閉めておいてください。来館者名簿が保育園の玄関とにっこり広場
の部屋の前にありますので記入をしてから遊んでください。（必ず玄関からお入りください。避難用外階段は、
通常不審者対策のために閉めていますので、上がらないでください）
お問い合わせ 子育て支援センター ㈲2‐1025 （電）48‐1025

予
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接
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保健業務（6月） 場所：多賀町総合福祉保健センターふれあいの郷

多賀ささゆり保育園の運動場を開放しますので自由に遊んでくだ
さい。（砂場のおもちゃは各自で名前を書いて持参してください。）

6月は、小麦粉でつくる粘土で遊んだり、手遊びやふれあ
い遊びをします。また、センターの職員と子育てについて
の話もしています。月ごとの予定は「にっこりメール」で
お知らせします。（各公共施設に掲示しています。）

※
「
予
防
接
種
手
帳
」
を

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

※就学前で未接種の場
合や、ご不明な点が
ある場合は、福祉保
健課までお問い合わ
せください。



編／集／後／記

5月といえば、ゴールデンウィーク。新年
度の4月が慌ただしく過ぎて、ほっと一息、
リフレッシュされる方も多いことでしょうs

さて、ゴールデンウィークという言葉は、も
ともと映画業界で正月や盆よりも、この期間
の興業成績がよかったために名付けたもの
だそうですs今は映画館に行かずとも、レン
タルしてきて家で見ることができますが、や
っぱり映画館だと映像も音も迫力が違いま
す。久しく映画館に行っていませんが、久し
ぶりに見に行ってみようと思います。（し）
kikaku@tagatown.jp

応募方法
官製はがきで、解答と「広報たが」への
おたより（俳句・短歌・川柳・イラスト）
やご意見を役場企画課までお送りくださ
い。Ｅメール・有線ＦＡＸでも結構です。

有線FAX 2-2018
taga@tagatown.jp

締め切りは5月25日（木）です。正解者の中
から抽選で10人の方に粗品を進呈いたし
ます。発表は景品の発送をもってかえさ
せていただきます。
なお、おたよりの内容は抽選とは無関係
です。

住民票などの時間外交付
★5月の時間外交付実施日

12日（金）
26日（金）

19時まで受付します。

お問い合わせ
環境生活課

㈲2-2031 （電）48-8114
税　務　課

㈲2-2041 （電）48-8113

多賀町 ひとの動き （平成18年3月末 現在）

（ ）内は前月比

世　　帯　　数 2,645世帯（＋5）

人　口
8,395人
（－5人）

男　性 4,002人（－6）

女　性 4,393人（＋1）

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり

ます。
一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章

町の花

ササユリ

町の木

スギ

町の鳥

ウグイス
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が
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【4月号の答え】

シンガツキ（新学期）
でした

先月から復活の「ふるさとクロスワードパズル」です。
問題■クロスワードを解答して、二重枠の文字を並び替

えてできる言葉をお答えください。
【よこのカギ】

① 昨年、全国で第4位の長さになりました。

⑥ 地球の大気中で一番多いのは？

⑦ 健康食品として人気があり、白○○や黒○○がある。

⑨ 英語名はジョーズではなく、シャークです。

⑩ 焼○○。サツマ○○。

⑪ ○○の仇を長崎で討つ。

⑫ 山へ行くとき、これの対策も大切です。

⑭ インドでは神聖な生き物として大事にさ

れています。

⑯ ミケランジェロの傑作○○○像。

⑱ 4月22日。湖国第一の春祭りと言えば？

【
た
て
の
カ
ギ
】

①
4
月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

○
○
○
保
険
。

②
6
月
の
第
3
日
曜
日
は
○
○

の
日
。

③
ボ
ク
シ
ン
グ
の
パ
ン
チ
の
種

類
の
ひ
と
つ
。

④
○
○
つ
き
は
泥
棒
の
始
ま
り
!?

⑤
中
華
料
理
の
高
級
食
材
。
○

○
○
の
巣
。

⑧
距
離
の
単
位
。
約
1
6
0
0

メ
ー
ト
ル
＝
1
○
○
○
。

⑨
完
成
さ
せ
た
の
は
千
利
休
。

⑫
邪
馬
台
国
を
治
め
て
い
た
女
王
。

⑬
ド
ラ
え
も
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
一
人
、
野
比
○
○
○
。

⑮
日
本
で
は
千
円
か
ら
一
万
円

ま
で
4
種
類
。

⑯
○
○
、
中
、
小
。

⑰
買
っ
た
そ
の
日
の
う
ち
に
売

っ
た
り
す
る
株
式
売
買
こ

と
。
○
○
ト
レ
ー
ド
。

カ ワ チ フ ウ ケ ツ
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ゴ マ ク サ メ

イ モ エ ド

ヒ ル ノ ウ シ

ミ ダ ビ デ ヘ

コ レ イ タ イ サ イ

ふるさと
クロスワードパズル
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⑱


